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複合動詞「～終わる」、「～切る」、「～尽くす」の
使い分けに関する覚え書き

―日本語母語話者と日本語学習者の比較―

廖　紋淑

キーワード　複合動詞、終了、「～終わる」、「～切る」、「～尽くす」

１．はじめに

　本研究は日本語の「～終わる」、「～切る」、「～尽くす」の使い分けについて

論じたものである。これら３つの表現はいずれも「終了」を表すという点で共

通する。本研究ではこの３つの表現の違いを明らかにするため、コーパスとア

ンケートを利用して前項動詞の違いを分析する。その結果、日本語学習者は日

本語母語話者とは違った使用で「～終わる」、「～切る」、「～尽くす」を理解し

ていることが明らかとなった。本研究ではこうした日本語母語話者と日本語学

習者の使い分けの違いについて分析する。

２．先行研究

　寺村（１９８４）は「～オワル、～オエルは、生きものの意志的な動作に、～ヤ

ムは自然現象についていうのが典型的な用法といってよいようである」と述べ

た上で、「～終わる」は「大体他動詞に限られているよう」で、「～終える」は

「結合力がさらに弱い」、「とくに何か目標をもってやる仕事の場合以外は、使

うと不自然になる」と述べている。しかし、他動詞でも1の「持つ」や2の

「待つ」のように、「～終わる」と共起しにくいものもある。

1　＊太郎がカバンを持ち終わった。

2　＊太郎が花子を待ち終わった。

　姫野（１９９９）は「終了」を表す「～切る」を「完遂や完了を意味する後項動

詞」として、類義語の「～ぬく」、「～とおす」と比較して、次のように述べて
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いる。

「「～切る」は、本動詞の「切る」の意味で用いられる語彙的複合動詞の場

合と、接辞的に統語的複合動詞として用いられる場合に大別される。後者

は、さらに二つのグループに分かれる。すなわち、継続動詞について行為

が完遂することを表すものと、瞬間動詞について極度の状態に達すること

を表すものである。」（姫野１９９９：１７５）

これに対して杉村（２００８）は「～切る」を次の３つに分類した。

「前項動詞が動作動詞の場合は「食べ切る」、「走り切る」のように「行為

の完遂」を表し、変化動詞の場合は「諦め切る」、「治り切る」のように

「変化の達成」を表し、状態動詞の場合は「疲れ切る」、「冷え切る」のよ

うに「極限状態」を表す」（杉村２００８：７２）

しかし、「分かり切る」は言えるが、「知り切る」は言えないことについては説

明されていない。

　由本（２００５）は「～尽くす」について、「対象をなくす」という意味で、V１

が表す事象の結果として生じる事態を表すと述べている。例えば3の「埋め尽

くした」は「雪が田畑を埋めた（埋めるように降った）結果、（雪がかぶさって

いない）田畑がなくなった」状態を表す。そうすると、4のように「知り尽く

した」は「彼女のことを知った結果、知らないことがなくなった」と説明でき

るのに対し、「知る」に近い意味を表す「分かる」は5のように非文となる。こ

のような例についての説明が必要である。

3　　田や畑を埋め尽くした雪。（由本２００５：２７２の例（８５a））

4　　彼女のことを知り尽くした。

5　＊彼女のことが分かり尽くした。

３．前項動詞の使用頻度

　本研究ではインターネットのWWWページをコーパスとして利用した。この

方法に対しては、「データの保存性が悪い」、「不自然な表現がまじる」などの批

判がある。しかし、杉村（２００５）にも論じられているように、このような問題
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点に注意すれば、言語研究に有用なコーパスとして活用できると考えられる。

以下、本研究のWeb検索について示す。

検索エンジン：「Google」（http://www.google.co.jp/）のフレーズ検索を使用する。

検索対象：８８３語の動詞と下記複合動詞の結合を検索した。１

　　　　　（２００６．７．１～２００６．８．１９検索）

表記：「～終わる」、「～切る」、「～尽くす」は漢字表記のみ検索した。それぞれ

「～する」、「～した」、「～します」、「～しました」、「～して」、「～しな

かった」、「～しない」、「～しません」形のヒット数を調べた。以下の表

の数字はそのヒット数を合計した数である。

　この８８３語の動詞を工藤（１９９５）の動詞分類に基づいて分類した。その結果は

表１の通りである。表１は８８３語から特徴的なものを抜粋したものである。表

１を見ると、動詞によって各複合動詞との共起のしやすさに違いのあることが

分かる。

表１　WWWペ�ジ検索による調査結果（ヒット数）

～尽くす～切る～終わるＶ１動詞分類

３９，３００２３４，０００２，６９０，０００読む

外的運動動詞

２９４，０００３２２，０００１，９２０，０００食べる

３，３１０５，８７０２３，２００書く

１７３４８７，２００聞く

９３２１７４，１２０話す

１０１２，２００５０持つ

２１４，６９０１０待つ

５２７眠る

０８４６１１治る

０３５４，０００１澄む

０４，４５０１，４１０曲がる

３７１００，０００６４思う

思考動詞

内
的
情
態
動
詞

１，２００２４０１７８考える

１４４，３１０９分かる

１１３，８００９３知る

２０２，６１０５信じる

６１４１３８祈る
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　表１を見ると、同じ外的運動動詞でも、「読む」、「食べる」、「書く」は「～終

わる」、「～切る」、「～尽くす」のいずれも共起しやすい一方、「聞く」、「話す」

の場合は「～終わる」に集中しており、「持つ」、「待つ」の場合は「～切る」に

集中していることが分かる。また、思考動詞の場合は、「祈る」は「～終わる」

と共起しやすいのに対して、「思う」、「分かる」、「信じる」は「～切る」に集中

しており、「知る」は「～尽くす」に集中している。感情動詞の場合は全体的に

「～終わる」と共起しにくいが、「諦める」、「困る」は「～切る」に集中してお

り、「楽しむ」、「愛する」は「～尽くす」に集中している。感覚動詞の場合は、「喉

が渇く」、「腹が減る」はいずれも「～終わる」、「～切る」、「～尽くす」と共起

しにくいが、「疲れる」は「～切る」に集中している。知覚動詞、静態動詞は

「～終わる」、「～切る」、「～尽くす」のいずれとも共起しにくい。

 

２，５０１１７３１５１楽しむ

感情動詞

２，９８０６１６１９愛する

８３１２０悩む

１０３９，７００６９諦める

２２１４１困る

２２３６驚く

２２６８９喜ぶ

１２４００迷う

１０４心配する

１５１９１飽きる

５２９憧れる

３０１０聞こえる
知覚動詞

００５匂う

０６２，６０００疲れる

感覚動詞 ０７８０喉が渇く

０８０腹が減る

１１９０存在する

静態動詞 ２０１有る

０００居る
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４．文法性判断テスト

　日本語母語話者を対象に文法性判断のアンケート調査を行った。さらに、日

本語学習者にもアンケート調査を行い、両者の「～終わる」、「～切る」、「～尽

くす」に対する使い分け意識の違いについての分析を試みた。アンケートに際

しては下のような質問紙を用い、被験者にそれぞれ１００語の表現について文法

性判断を行った。選定した動詞の内訳は以下の通りである。２

�「外的運動動詞」読む、食べる、計算する、言う、話す、見る、使う、書

く、調べる、歌う、作る、研究する、走る、議論する、聞

く、描く、吸う、登る、泳ぐ、投げる、埋める、掘る、売

る、語る、泣く、出す、燃やす、咲く、散る、締める、逃

げる、攻める、守る、行く、曲がる、住む、寝る、出る、

待つ、覆う、眠る、治る、冷える、立つ、持つ、暮らす、

生活する、来る、澄む、腐る、生かす、笑う、頼る、目覚

める

�「内的情態動詞」

・「思考動詞」考える、祈る、願う、思う、信じる、知る、望む、分かる。

・「感情動詞」我慢する、悩む、心配する、後悔する、耐える、びっくりす

る、怒る、楽しむ、疑う、怯える、憎む、迷う、がっかりする、

惚れる、諦める、驚く、喜ぶ、困る、疲れる、安心する、腹が

立つ、憧れる、飽きる、気がつく、失望する、気になる。

・「知覚動詞」聞こえる、見える。

・「感覚動詞」どきどきする、震える、腹が減る、喉が渇く。

�「静態動詞」（本が）有る、居る、存在する

1　日本語母語話者：

　　名古屋大学１年生（２００７．１１．１６－３０実施）

　　（「～終わった」６３人、「～切った」６５人、「～尽くした」６４人）

　次の例文が言えると思う場合は○を、言えない場合は×をつけてください。
　食べ終わった　　　　（　　）　　　　　気になり終わった　　（　　）　　　
　読み終わった　　　　（　　）　　　　　聞こえ終わった　　　（　　）　　　
　笑い終わった　　　　（　　）　　　　　気がつき終わった　　（　　）　　　
　分かり終わった　　　（　　）　　　　　考え終わった　　　　（　　）　　　
　知り終わった　　　　（　　）　　　　　がっかりし終わった　（　　）　　　
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2　日本語学習者（中国語母語話者）：

　　南台科技大学応用日語系修士課程１年生１７人（２００８．２．２２－２８実施）

　　大葉大学応用日語系４年生１４人（２００８．３．３－１４実施）

　アンケート結果から母語話者の許容度が高い順に並べると後の表２、３、４

のようになる。表２、３、４を見ると、母語話者の場合は概ねコーパスからの

出現数が多いものほど許容度が高くなることが分かる。これに対し、学習者は

母語話者の許容度と違った使用のしかたをしていることが明らかとなった。

５．母語話者の使い分け意識

５－１　「～終わる」
　まず、日本語母語話者のアンケート結果を考察していく。下の表２を見る

と、「～終わる」は同じ外的運動動詞でも「読む」、「食べる」、「言う」、「話す」

などと共起しやすく、「寝る」、｢待つ｣、「眠る」、「立つ」、「持つ」とは共起しに

くいことが分かる。「食べる」と「待つ」は同じ継続動詞であるが、「食べ終わ

る」が言えるのに対して、「待ち終わる」は言いにくい。両者の違いは、「食べ

る」の場合は食べ物が全て無くなった時点で「食べた！」と言えるのに対し、

「待つ」の場合は誰かと会って待つのをやめる時点で「待った！」と言えない

という点にある。その点で両者はアスペクト的な違いがある。これが「～終わ

る」との共起と関係するものと考えられる。

　また、同じ思考動詞でも｢思い終わった｣、｢信じ終わった｣は８％前後の許容

度しか示されないのに対し、「考え終わった」、「祈り終わった」は母語話者の許

容度が７５％以上になる。「思う」、「信じる」は心に自然に生じる静的な性質のも

のであるのに対し、「考える」は頭を動かす意味、「祈る」は心の中で願い頼む

という意味の動的な特徴を持つため、外的運動動詞と性質が類似している。ま

た、「考える」や「祈る」は主体の意志的コントロールによって制御できる動作

である。したがって、「考えよう」、「祈ろう」という形で主体の意志を表すこと

ができる。ゆえに「考える」、「祈る」は心の動きを表すという点では内的な動

詞であるが、主体の意志的コントロールが働くという点で「食べる」、「書く」

のような外的運動動詞に近い性質を表すと考えられる（廖２００５参照）。このこと

から、いわゆる思考動詞のような人間の内的事象をとらえる動詞であっても

「～終わる」の形が使えるものは、主体の意志的コントロールが働くという点

で「食べる」、「書く」のような外的運動動詞に近い性質を有するため「～終わ
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る」と共起しやすいのだと考えられる。

　「思う」、「信じる」、「知る」、「分かる」が「～終わる」と共起しないのは

「思った」、「信じた」、「知った」、「分かった」瞬間から「思っている」、「信じ

ている」、「知っている」、「分かっている」のようにその状態が継続するため、

「～終わる」と共起しないと考えられる。一方、「食べた」、「考えた」はその瞬

間にその行為が終了する。感情動詞の「悩む」、「諦める」も同様の理由で「～

終わる」と共起しにくいと考えられる。

表２　「～終わった」の許容度（母語話者順）

５－２　「～切る」
　下の表３を見ると、「～切る」は同じ外的運動動詞でも「読む」、「食べる」な

どと共起しやすく、「眠る」、「立つ」とは共起しにくいことが分かる。「～切る」

学
習
者

日
本
話
者

Ｖ１順
位

学
習
者

日
本
話
者

Ｖ１順
位

学
習
者

日
本
話
者

Ｖ１順
位

学
習
者

日
本
話
者

Ｖ１順
位

１３％６％来る７６６３％１９％待つ５１８８％７５％語る２６９７％１００％読む１

３１％５％澄む７７２２％１９％願う５２８４％７５％泣く２７９１％１００％食べる２

２８％５％疲れる７８２２％１７％楽しむ５３５３％７５％出す２８９１％１００％計算する３

７５％５％召し上がる７９５３％１６％覆う５４８１％６８％燃やす２９９７％９８％言う４

３４％５％困る８０４４％１４％眠る５５８１％５７％咲く３０９４％９８％話す５

２５％５％腹が減る８１４４％１４％疑う５６８４％４９％散る３１７８％９８％見る６

１３％５％安心する８２３４％１４％怯える５７５３％４３％締める３２９７％９７％使う７

３４％３％腹が立つ８３５６％１３％治る５８５３％４３％逃げる３３９４％９７％書く８

３４％３％憧れる８４３１％１３％憎む５９３１％４０％我慢する３４９４％９５％調べる９

２８％３％飽きる８５３４％１１％聞こえる６０５９％３７％悩む３５９４％９５％歌う１０

２５％３％気がつく８６２８％１１％冷える６１６９％３７％攻める３６９４％９５％作る１１

１９％３％腐る８７４４％１０％立つ６２５９％３７％守る３７８８％９４％研究する１２

９％３％失望する８８４１％１０％迷う６３５０％３０％笑う３８８８％９４％走る１３

９％３％知る８９３８％１０％持つ６４３４％３０％どきどきする３９７８％９２％議論する１４

２８％２％喉が渇く９０２８％１０％暮らす６５７２％２９％震える４０９１％９０％聞く１５

７２％２％おっしゃる９１１３％１０％生活する６６３４％２７％行く４１９４％８９％描く１６

３８％２％頼る９２５３％８％思う６７２８％２７％心配する４２９１％８７％吸う１７

２８％２％見える９３２５％８％がっかりする６８１３％２７％後悔する４３７２％８６％登る１８

４１％０％望む９４２２％８％居る６９５９％２５％耐える４４７２％８４％埋める１９

２５％０％気になる９５６％８％信じる７０４４％２５％曲がる４５８８％８４％泳ぐ２０

１６％０％生かす９６５３％６％惚れる７１６％２４％びっくりする４６７８％８４％投げる２１

１６％０％いらっしゃる９７３１％６％諦める７２５６％２２％怒る４７８１％７９％掘る２２

１３％０％目覚める９８３１％６％驚く７３３８％２１％住む４８８１％７９％考える２３

９％０％分かる９９２５％６％喜ぶ７４３４％２１％寝る４９８８％７６％売る２４

１３％０％本が有る１００１３％６％存在する７５３１％２１％出る５０６３％７６％祈る２５
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は「ある行為や変化の限界」という意味であり、「ご飯を食べ切った」は「ご飯

を消費すること」の達成を表す。従って、「食べ切った」瞬間から「食べていな

い」のようにその状態が終了する。一方、「眠る」、「立つ」は「眠った」、「立っ

た」という瞬間からその状態が継続するため、事態の達成を表す「～切る」と

共起しないと考えられる。

　また、「分かる」、「信じる」などの思考動詞と共起する場合は許容度が高くな

るが、「知る」などの思考動詞と共起する場合は許容度が低くなる。このよう

に、同じ思考動詞「分かる」、「知る」でも｢分かり切った｣は８０％前後の許容度

を示すのに対し、「知り切った」５％しか示さない。「分かる」は頭の中にすで

に存在しているある物事についての認識、理解、意味をさらに深めて、詳細に

分析して実際の内容が明らかになることを表す。「彼女のことが分かる」は彼女

について分かり始めてから完全に分かるまでの変化過程を要する。「分かり始

めた」瞬間はまだ「分かっている」とは言えない。彼女のことを１００パーセント

理解した時点で「分かっている」という状態になる。この極限に達した状態を

「分かり切る」と言う。これに対して、「知る」は頭の中に存在していない事柄

を意志の力・経験や調査などで手に入れるという意味である。「分かる」と「知

る」の大きな違いは、「分かる」はある知識を得るのに時間的な幅を持つが、

「知る」はある情報が頭にいれば、その瞬間に知ったことになるという点であ

る。従って、「彼女のことを知る」は、名前、年齢、経歴、性格など様々な情報

を知る場合、一見時間的な幅があるように見えるが、実は一つ一つの知識は瞬

間的に得られていると考えられる。つまり、「知る」はある状況に「気付く」の

意味で、瞬間的に行われるものである。そうすると、「～切る」はある行為や変

化の限界を表す表現であり、限界に達するまでの時間的長さが必要であるた

め、「知る」とは共起しにくいのだと考えられる。感情動詞の「気がつく」、「飽

きる」も同様の理由で「～切る」と共起しにくいと考えられる。
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表３　「～切った」の許容度（母語話者順）

５－３　「～尽くす」
　最後に「～尽くす」の場合を見る。下の表４を見ると、「～尽くす」は「食べ

る」、「調べる」、「売る」のような外的運動動詞と共起する場合は許容度が高く

なるが、「持つ」、「澄む」、「曲がる」と共起する場合は許容度が低くなる。「～

尽くす」は「対象をなくす」という意味であり、「ケーキを食べ尽くした」は

「私がケーキを食べた結果、ケーキがなくなった」状態を表すことができる。

「＊夢を持ち尽くす」、「＊空が澄み尽くす」、「＊道が曲がり尽くす」が言えないの

は対象を「なくす」という意味で解釈することができないためであると考えら

れる。さらに、「～尽くす」の前項動詞を見ると、人間の意志によってコント

ロールしやすい動詞が来やすいことが分かる。ただし、例外的に「出る」（７３％）

だけは、「意見が出尽くす」のような無意志の表現を取ることに注意したい。こ

学
習
者

日
本
話
者

Ｖ１順
位

学
習
者

日
本
話
者

Ｖ１順
位

学
習
者

日
本
話
者

Ｖ１順
位

学
習
者

日
本
話
者

Ｖ１順
位

３５％１２％楽しむ７６５８％３８％祈る５１８４％７５％計算する２６９７％１００％読む１

４２％１２％腹が減る７７４５％３１％心配する５２９０％７５％作る２７９７％１００％食べる２

２３％１２％生かす７８６１％３１％諦める５３４８％７４％攻める２８９０％１００％使う３

３２％１１％迷う７９７４％２８％聞く５４８４％７１％吸う２９５８％１００％泳ぐ４

２３％１１％暮らす８０８１％２８％散る５５８１％６９％思う３０４８％１００％逃げる５

１９％６％どきどきする８１４２％２８％行く５６７１％６６％議論する３１９０％９８％調べる６

４５％６％住む８２４５％２８％憎む５７７１％６６％咲く３２１００％９８％売る７

４８％６％聞こえる８３３９％２６％後悔する５８３２％６５％我慢する３３６５％９５％走る８

１３％６％喜ぶ８４５５％２６％待つ５９９０％６３％考える３４６５％９５％登る９

７４％６％飽きる８５６１％２３％震える６０６５％６３％治る３５５８％９５％出す１０

４５％５％笑う８６５８％２３％怒る６１３２％６３％喉が渇く３６５２％９５％冷える１１

１０％５％存在する８７４５％２３％覆う６２３２％６２％曲がる３７１００％９４％言う１２

２３％５％知る８８２６％２２％目覚める６３７１％６０％投げる３８５２％９４％守る１３

４５％５％望む８９５５％２０％眠る６４３５％５８％安心する３９９４％９２％書く１４

４２％３％驚く９０３５％２０％失望する６５３５％５８％頼る４０６１％９２％疲れる１５

５５％３％召し上がる９１４８％１８％立つ６６８１％５５％研究する４１７４％９１％見る１６

４５％３％腹が立つ９２４５％１８％持つ６７８７％５５％語る４２８４％９１％締める１７

２９％３％気になる９３５５％１８％惚れる６８６８％５４％埋める４３９７％８９％歌う１８

３２％２％来る９４３９％１７％寝る６９３５％５１％腐る４４８７％８８％話す１９

４５％２％憧れる９５１９％１７％生活する７０３５％４９％怯える４５４５％８８％澄む２０

２６％２％気がつく９６３５％１７％がっかりする７１６１％４９％困る４６７４％８６％描く２１

１９％０％居る９７３２％１５％疑う７２７１％４８％泣く４７８１％８２％燃やす２２

４８％０％おっしゃる９８２９％１５％見える７３６８％４８％悩む４８６１％８２％耐える２３

２９％０％いらっしゃる９９１３％１２％びっくりする７４９４％４３％掘る４９３２％８０％分かる２４

１３％０％本が有る１００４２％１２％願う７５３９％４０％出る５０４２％７８％信じる２５



34 廖　紋淑

れは「意見を出し尽くす」のような表現から派生してできた可能性がある。

　また、思考動詞の場合は「知り尽くす」、「考え尽くす」の許容度は高いが、

「信じ尽くす」、「分かり尽くす」の許容度は低くなる。同じ思考動詞である「知

る」と「分かる」でも、｢知り尽くした｣は１００％の許容度を示すのに対し、「分

かり尽くした」は１６％しか示さない。「～尽くす」は「対象をなくす」という意

味であり、「知り尽くした」が言えるのは「情報を得た結果、知らない情報はな

くなった」という解釈ができるためである。一方、「分かり尽くした」が言えな

いのは「～尽くす」には他動詞と共起しやすい性質があるのに対し、「分かる」は

自動詞であるためであると考えられる。また「少し知る」、「少し分かる」を比

べると、「少し知る」は複数の知識の一部を獲得することを表すのに対し、「少

し分かる」はある一つの知識のうちの一部を獲得する意味になる。「～尽くす」

は個々の事態をひとつひとつ最後までやりとげることを表すため、複数の事態

の達成を表す「知り尽くす」は言えるが、一つの事態の完成を表す「分かり尽

くす」は言いにくいと考えられる。その理解の程度を「なくす」という意味解

釈ができないため、「＊分かり尽くす」があまり言えない。「憧れ尽くした」、「気

がつき尽くした」、「喜び尽くした」の許容度はそれぞれ５％、３％、２％のよ

うに全体的に許容度が低い。これも感情動詞の「憧れる」、「気がつく」、「喜ぶ」

も同様に「対象をなくす」という意味で解釈することができないためであると

考えられる。
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表４　「～尽くした」の許容度（母語話者順）

６　学習者の使い分け意識

６－１　「～終わる」
　それでは、日本語学習者は日本語母語話者と同様に「～終わる」、「～切る」、

「～尽くす」を使い分けているのであろうか。そこで今度は前項動詞を日本語

学習者の許容度が高いものから順に並べ替えてみた。その結果を表５、６、７

に示す。次に学習者の使い分けの意識について分析してみる。

　まず、下の表５を見ると、日本語学習者も日本語母語話者と同じように、「～

終わる」は「読む」、「言う」、「使う」などの外的運動動詞と共起する場合に許

容度が高くなる。「散る」、「咲く」の場合は母語話者より高い許容度を示してい

学
習
者

日
本
話
者

Ｖ１順
位

学
習
者

日
本
話
者

Ｖ１順
位

学
習
者

日
本
話
者

Ｖ１順
位

学
習
者

日
本
話
者

Ｖ１順
位

６１％１３％諦める７６４２％２８％眠る５１８４％７２％歌う２６９４％１００％食べる１

４２％１３％震える７７３５％２８％失望する５２８７％６９％掘る２７４２％１００％知る２

４５％１３％持つ７８４５％２８％楽しむ５３６１％６６％悩む２８９７％９８％調べる３

６８％１３％望む７９３９％２７％困る５４６５％６６％待つ２９７４％９８％売る４

４５％１１％澄む８０６１％２７％願う５５５８％５９％守る３０８７％９７％書く５

３２％１１％曲がる８１５２％２５％安心する５６８１％５８％我慢する３１９４％９５％使う６

３２％９％喉が渇く８２４８％２５％怒る５７７１％５５％泳ぐ３２９７％９４％読む７

２６％９％驚く８３３０％２３％冷える５８５８％５５％攻める３３８７％９２％言う８

３２％９％来る８４５８％２３％信じる５９４５％５３％覆う３４７１％９１％見る９

１３％６％居る８５３９％２３％疑う６０７７％５２％登る３５６５％９１％燃やす１０

５８％５％生かす８６３９％２２％疲れる６１６１％５２％祈る３６８１％８９％語る１１

２６％５％暮らす８７２９％２２％がっかりする６２３９％５２％後悔する３７９０％８８％話す１２

３７％５％憧れる８８３９％２０％住む６３３９％４８％寝る３８９０％８８％考える１３

４２％３％聞こえる８９６５％１９％締める６４５８％４７％散る３９６１％８８％埋める１４

５５％３％召し上がる９０５５％１９％惚れる６５５２％４５％咲く４０５２％８６％出す１５

２３％３％気になる９１６５％１７％治る６６６８％４４％投げる４１７１％８６％吸う１６

３９％３％気がつく９２５２％１７％頼る６７４５％４２％心配する４２６８％８６％議論する１７

５５％３％おっしゃる９３２３％１７％びっくりする６８４２％４１％行く４３７７％８６％研究する１８

２９％２％目覚める９４３５％１７％腹が減る６９５２％３４％逃げる４４８１％８６％泣く１９

２６％２％生活する９５４２％１６％分かる７０７７％３４％耐える４５７１％８４％計算する２０

４２％２％喜ぶ９６１６％１６％迷う７１５５％３３％憎む４６４８％７７％立つ２１

１０％２％存在する９７２６％１６％どきどきする７２７４％３１％作る４７８７％７５％走る２２

１９％０％見える９８４８％１４％飽きる７３７４％３１％思う４８８１％７５％聞く２３

２６％０％いらっしゃる９９３２％１４％腹が立つ７４３２％３１％笑う４９７４％７３％描く２４

２６％０％本が有る１００３９％１３％怯える７５３５％３０％腐る５０２９％７３％出る２５
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る。この理由は、終了を表す「～終わる」は中国語の動作・作用の終結を表す

“完”と類似している表現であるため、“花谢完”，“花开完”が言えるのと同様

に学習者は｢花が散り終わる｣、「花が咲き終わる」も言えると理解している。つ

まり、学習者は「～終わる」は中国語の“完”に当たる表現だと考えているよ

うである。また、「～終わる」は「考える」、「祈る」などの思考動詞と共起する

場合に許容度が高くなる。一方、「思う」、「知る」、「分かる」、「信じる」の場合

は許容度が低くなる。日本語学習者の許容度は日本語母語話者よりやや高い傾

向を示しているが、母語話者と類似した傾向が見られる。ただし、学習者が「思

い終わった」は５３％の許容度を示すのに対し、母語話者は８％しか示さない。

このことから、学習者は思考動詞「思う」と「考える」、「祈る」の違いについ

て十分理解していないことが分かる。

表５　「～終わった」の許容度（学習者順） 
日
語
話
者
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Ｖ１順
位

日
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日
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話
者

学
習
者

Ｖ１順
位

日
語
話
者

学
習
者

Ｖ１順
位

２％２８％喉が渇く７６１０％４４％立つ５１９２％７８％議論する２６１００％９７％読む１

２％２８％見える７７１０％４１％迷う５２８４％７８％投げる２７９８％９７％言う２

８％２５％がっかりする７８０％４１％望む５３５％７５％召し上がる２８９７％９７％使う３

６％２５％喜ぶ７９２１％３８％住む５４８６％７２％登る２９９８％９４％話す４

５％２５％腹が減る８０１０％３８％持つ５５８４％７２％埋める３０９７％９４％書く５

３％２５％気がつく８１２％３８％頼る５６２９％７２％震える３１９５％９４％調べる６

０％２５％気になる８２３０％３４％どきどきする５７２％７２％おっしゃる３２９５％９４％歌う７

１９％２２％願う８３２７％３４％行く５８３７％６９％攻める３３９５％９４％作る８

１７％２２％楽しむ８４２１％３４％寝る５９７６％６３％祈る３４８９％９４％描く９

８％２２％居る８５１４％３４％怯える６０１９％６３％待つ３５１００％９１％食べる１０

３％１９％腐る８６１１％３４％聞こえる６１３７％５９％悩む３６１００％９１％計算する１１

０％１６％生かす８７５％３４％困る６２３７％５９％守る３７９０％９１％聞く１２

０％１６％いらっしゃる８８３％３４％腹が立つ６３２５％５９％耐える３８８７％９１％吸う１３

２７％１３％後悔する８９３％３４％憧れる６４２２％５６％怒る３９９４％８８％研究する１４

１０％１３％生活する９０４０％３１％我慢する６５１３％５６％治る４０９４％８８％走る１５

６％１３％来る９１２１％３１％出る６６７５％５３％出す４１８４％８８％泳ぐ１６

６％１３％存在する９２１３％３１％憎む６７４３％５３％逃げる４２７６％８８％売る１７

５％１３％安心する９３６％３１％諦める６８４３％５３％締める４３７５％８８％語る１８

０％１３％目覚める９４６％３１％驚く６９１６％５３％覆う４４７５％８４％泣く１９

０％１３％本が有る９５５％３１％澄む７０８％５３％思う４５４９％８４％散る２０

３％９％知る９６２７％２８％心配する７１６％５３％惚れる４６７９％８１％考える２１

３％９％失望する９７１１％２８％冷える７２３０％５０％笑う４７７９％８１％掘る２２

０％９％分かる９８１０％２８％暮らす７３２５％４４％曲がる４８６８％８１％燃やす２３

２４％６％びっくりする９９５％２８％疲れる７４１４％４４％眠る４９５７％８１％咲く２４

８％６％信じる１００３％２８％飽きる７５１４％４４％疑う５０９８％７８％見る２５
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６－２　「～切る」
　次に、表６の「～切る」について考えると、学習者は「言い切った」、「売り

切った」、「読み切った」には９５％以上の許容度を示し、母語話者と同じ傾向を

示した。しかし、「疲れ切った」、「信じ切った」、「分かり切った」の許容度はそ

れぞれ６１％、４２％、３２％と、母語話者の９２％、７８％、８０％に比べてかなり低い

という結果が出た。一方、「飽き切った」の許容度は、母語話者の場合は６％の

みであるのに対し、学習者は７４％の高い割合で言えると判断している。「飽き

る」はある状況に瞬間的に心の動きが変化したものである。「～切る」は「ある

行為や変化の限界」という意味であり、限界に達するまでの時間的長さが必要

であるため、「飽きる」と共起しにくい。学習者はこの点についての理解に至っ

ていないためであると考えられる。

表６　「～切った」の許容度（学習者順） 
日
語
話
者

学
習
者

Ｖ１順
位

日
語
話
者

学
習
者

Ｖ１順
位

日
語
話
者

学
習
者

Ｖ１順
位

日
語
話
者

学
習
者

Ｖ１順
位

５１％３５％腐る７６１００％４８％逃げる５１６６％７１％咲く２６９４％１００％言う１

５８％３５％安心する７７１８％４８％立つ５２６６％７１％議論する２７９８％１００％売る２

２０％３５％失望する７８６％４８％聞こえる５３６０％７１％投げる２８１００％９７％読む３

６２％３２％曲がる７９２３％４５％覆う５４５４％６８％埋める２９８９％９７％歌う４

１５％３２％疑う８０５％４５％笑う５５４８％６８％悩む３０１００％９７％食べる５

１１％３２％迷う８１５％４５％望む５６９５％６５％走る３１９２％９４％書く６

６５％３２％我慢する８２６％４５％住む５７９５％６５％登る３２４３％９４％掘る７

６３％３２％喉が渇く８３１８％４５％持つ５８６３％６５％治る３３１００％９０％使う８

２％３２％来る８４３％４５％腹が立つ５９２３％６１％震える３４９８％９０％調べる９

８０％３２％分かる８５２％４５％憧れる６０８２％６１％耐える３５７５％９０％作る１０

１５％２９％見える８６２８％４５％憎む６１４９％６１％困る３６６３％９０％考える１１

３％２９％気になる８７８８％４５％澄む６２３１％６１％諦める３７８８％８７％話す１２

０％２９％いらっしゃる８８３１％４５％心配する６３９２％６１％疲れる３８５５％８７％語る１３

２％２６％気がつく８９２８％４２％行く６４１００％５８％泳ぐ３９７５％８４％計算する１４

２２％２６％目覚める９０３％４２％驚く６５３８％５８％祈る４０７１％８４％吸う１５

１１％２３％暮らす９１１２％４２％腹が減る６６２３％５８％怒る４１９１％８４％締める１６

１２％２３％生かす９２１２％４２％願う６７９５％５８％出す４２５５％８１％研究する１７

５％２３％知る９３７８％４２％信じる６８３％５５％召し上がる４３２８％８１％散る１８

６％１９％どきどきする９４１７％３９％寝る６９２６％５５％待つ４４８２％８１％燃やす１９

０％１９％居る９５４０％３９％出る７０１８％５５％惚れる４５６９％８１％思う２０

１７％１９％生活する９６２６％３９％後悔する７１２０％５５％眠る４６８６％７４％描く２１

６％１３％喜ぶ９７５８％３５％頼る７２９４％５２％守る４７２８％７４％聞く２２

０％１３％本が有る９８４９％３５％怯える７３９５％５２％冷える４８９１％７４％見る２３

１２％１３％びっくりする９９１７％３５％がっかりする７４０％４８％おっしゃる４９６％７４％飽きる２４

５％１０％存在する１００１２％３５％楽しむ７５７４％４８％攻める５０４８％７１％泣く２５
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６－３　「～尽くす」
　最後に「～尽くす」の場合を見る。表７を見ると、学習者は「我慢し尽くし

た」、「耐え尽くした」、「思い尽くした」の許容度はそれぞれ８１％、７７％、７４％

であり、母語話者の５８％、３４％、３１％に比べてかなり高いという結果が出た。

また、学習者の「出し尽くした」、「出尽くした」の許容度は５２％、２９％であり、

母語話者の８６％、７３％に比べてかなり低い。「V１＋尽くす」には「対象をなく

す」という意味が含意されているため、「力を出し尽くした」（力を出した結果、

力がなくなった）、「意見が出尽くした」（それ以上の意見はなくなる）のように

言える。実際母語話者のアンケート調査からみて、母語話者もこの基準で判断

していることが分かるが、この点について学習者の理解はまだ不十分であると

言える。学習者の場合に「出尽くす」の許容度が低くなるのは、「～尽くす」は

一般的に人間の意志によってコントロールしやすい動詞につくため、無意志の

自動詞「出る」は「出尽くす」のように言うことができないと判断されるため

であると考えられる。従って、コントロール可能な「出し尽くす」よりも許容

度が上がる。
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表７　「～尽くした」の許容度（学習者順）

６－４　日本人との比較
　次に動詞と｢～終わる｣、｢～切る｣、「～尽くす」との関係を見る。表８を見る

と、母語話者も学習者と同じように、「読む」、「食べる」、「書く」のいずれも

「～終わる」、「～切る」、「～尽くす」と共起しやすい。一方、「治る」、「澄む」、

「曲がる」は「～切る」との許容度が母語話者において高く、学習者の場合は「読

む」、「食べる」より低い許容度を示しているが、全体的に「～終わる」、「～切

る」、「～尽くす」との許容度は高い。また、母語話者は「眠る」、「持つ」のい

ずれも「～終わる」、「～切る」、「～尽くす」との許容度は低いが、学習者の許

容度は母語話者より全体的に高い傾向が見られる。学習者の「～終わる」の許

容度の傾向は、母語話者の「～終わる」と似た様相を呈している。しかし、「～

切る」、「～尽くす」の場合は母語話者と違った傾向が見られる。特に、学習者

日
語
話
者

学
習
者

Ｖ１順
位

日
語
話
者

学
習
者

Ｖ１順
位

日
語
話
者

学
習
者

Ｖ１順
位

日
語
話
者

学
習
者

Ｖ１順
位

５％３７％憧れる７６１７％５２％頼る５１５５％７１％泳ぐ２６９４％９７％読む１

１７％３５％腹が減る７７２５％５２％安心する５２８６％６８％議論する２７９８％９７％調べる２

３０％３５％腐る７８１４％４８％飽きる５３４４％６８％投げる２８１００％９４％食べる３

２８％３５％失望する７９２５％４８％怒る５４１３％６８％望む２９９５％９４％使う４

３１％３２％笑う８０７７％４８％立つ５５１９％６５％締める３０８８％９０％考える５

１４％３２％腹が立つ８１５３％４５％覆う５６９１％６５％燃やす３１８８％９０％話す６

１１％３２％曲がる８２１３％４５％持つ５７１７％６５％治る３２９２％８７％言う７

９％３２％喉が渇く８３１１％４５％澄む５８６６％６５％待つ３３９７％８７％書く８

９％３２％来る８４４２％４５％心配する５９８８％６１％埋める３４６９％８７％掘る９

２３％３０％冷える８５２８％４５％楽しむ６０６６％６１％悩む３５７５％８７％走る１０

７３％２９％出る８６１３％４２％震える６１１３％６１％諦める３６７２％８４％歌う１１

２２％２９％がっかりする８７２８％４２％眠る６２５２％６１％祈る３７８９％８１％語る１２

２％２９％目覚める８８３％４２％聞こえる６３２７％６１％願う３８７５％８１％聞く１３

９％２６％驚く８９４１％４２％行く６４４７％５８％散る３９８６％８１％泣く１４

０％２６％いらっしゃる９０１６％４２％分かる６５５９％５８％守る４０５８％８１％我慢する１５

５％２６％暮らす９１１００％４２％知る６６５５％５８％攻める４１８６％７７％研究する１６

１６％２６％どきどきする９２２％４２％喜ぶ６７２３％５８％信じる４２５２％７７％登る１７

２％２６％生活する９３２７％３９％困る６８５％５８％生かす４３３４％７７％耐える１８

０％２６％本が有る９４２２％３９％疲れる６９３％５５％召し上がる４４９８％７４％売る１９

３％２３％気になる９５２０％３９％住む７０１９％５５％惚れる４５３１％７４％作る２０

１７％２３％びっくりする９６４８％３９％寝る７１３％５５％おっしゃる４６３１％７４％思う２１

０％１９％見える９７５２％３９％後悔する７２３３％５５％憎む４７７３％７４％描く２２

１６％１６％迷う９８１３％３９％怯える７３４５％５２％咲く４８８４％７１％計算する２３

６％１３％居る９９２３％３９％疑う７４８６％５２％出す４９８６％７１％吸う２４

２％１０％存在する１００３％３９％気がつく７５３４％５２％逃げる５０９１％７１％見る２５
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の「～切る」、「～尽くす」には類似した現象が観察される。

表８　「外的運動動詞」

　次に、表９の思考動詞「知る」、「分かる」に着目すると、母語話者は「知り

尽くした」、「分かり切った」について８０％以上の許容度を示したのに対し、学

習者の許容度は全体的に低い。中国語の“知道”は対象について、一定の情報

や知識を持っていることを表す。“明白”は真相が明らかになることである。情

報をまだ得ていないときは、“他还不知道”（彼はまだ知らない）であり、何ら

か情報を得たとき“知道了”（分かりました）と言う。一方、疑問に思っていた

ことが理解できたときには“明白了”（分かりました）と言う。“知道”がいず

れの場合においても日本語の「知る」、「分かる」の意に解釈できる点からみて、

学習者は思考動詞の「知る」、「分かる」を“知道”と同じ性質であると考えて

いることが分かる。

表９　「思考動詞」 

～尽くす～切る～終わる
Ｖ１

学習者日本人学習者日本人学習者日本人

９７％９４％９７％１００％９７％１００％読む

９４％１００％９７％１００％９１％１００％食べる

８７％９７％９４％９２％９４％９７％書く

６５％１７％６５％６３％５６％１３％治る

４５％１１％４５％８８％３１％５％澄む

３２％１１％３２％６２％４４％２５％曲がる

４２％２８％５５％２０％４４％１４％眠る

４５％１３％４５％１８％３８％１０％持つ

～尽くす～切る～終わる
Ｖ１

学習者日本人学習者日本人学習者日本人

９０％８８％９０％６３％８１％７９％考える

６１％５２％５８％３８％６３％７６％祈る

７４％３１％８１％６９％５３％８％思う

５８％２３％４３％７８％６％８％信じる

４２％１００％２３％５％９％３％知る

４２％１６％３２％８０％９％０％分かる
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　また、表１０を見ると、感情動詞の場合、学習者の許容度は全体的に母語話者

より高い許容度を示している。学習者は「諦め終わった」、「諦め切った」、「諦

め尽くした」についてそれぞれ３１％、６１％、６１％の許容度を示すのに対し、母

語話者はそれぞれ６％、３１％、１３％の許容度を示した。特に、「諦め尽くした」

は母語話者よりかなり高い許容度を示している。これに対し、同じ感情動詞

「飽きる」でも、「飽き切った」の許容度は母語話者６％の割合で言えると判断

され、学習者は７４％の高い割合で言えると判断した。

　このように、同じ感情動詞でも行為の極限を表す「～切る」や個々の事態の

達成を表す「～尽くす」との結合の許容度は学習者においては一様ではない。今

後さらに検討する必要があると思われる。

表１０　「感情動詞」

　敬語動詞の場合、「召し上がる」、「おっしゃる」は全体的に「～終わる」、「～

切る」、「～尽くす」との許容度が母語話者においては低い。学習者の場合は確

かに「食べる」、「言う」より低い許容度を示しているが、全体的に母語話者よ

り高い許容度を示している。

 

～尽くす～切る～終わる
Ｖ１

学習者日本人学習者日本人学習者日本人

４５％２８％３５％１２％２２％１７％楽しむ

６１％６６％６８％４８％５９％３７％悩む

４５％４２％４５％３１％２８％２７％心配する

６１％１３％６１％３１％３１％６％諦める

３９％２７％６１％４９％３４％５％困る

２６％９％４２％３％３１％６％驚く

４２％２％１３％６％２５％６％喜ぶ

４８％１４％７４％６％２８％３％飽きる

３７％５％４５％２％３４％３％憧れる
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表１１　「敬語動詞」

７．まとめ

　以上、本研究では「～終わる」、「～切る」、「～尽くす」を対象に、前項動詞

の特徴について分析した。その結果、外的運動動詞の「読む／食べる／言う」

は３つの後項動詞と共起しやすいが、時間の展開がない静態動詞「本が有る／

居る／存在する」は３つの後項動詞と共起しにくいことを明らかにした。また、

思考動詞の場合は、「祈る」は「～終わる」と共起しやすいのに対して、「思う

／分かる／信じる」は「～切る」と共起しやすく、「知る」は「～尽くす」と共

起しやすい。感情動詞の場合は全体的に「～終わる」と共起しにくいが、「諦め

る／困る」は「～切る」と共起しやすいことが分かる。

　また、母語話者と学習者の許容度の違いを比較して、学習者の使い分けの違

いを明らかにした。その結果、母語話者は「分かり尽くした」、「知り切った」

と言わずに、「知り尽くした」、「分かり切った」と言うのが普通である。それに

対して、学習者は「分かり尽くした」、「知り切った」のいずれも言えると判断

していることが分かる。以上のように日本語母語話者と日本語学習者の使い分

けの違いを分析することによって、日本語学習者の言語使用の法則を導き出

し、日本語教育に生かすことができると考えられる。

注

１） 『日本語基本動詞用法辞典』には７２８の項目がある。ただし、その中には「生

長する／成長する」のように表記の異なるものを１つの項目とみなしてて

いるものもある。本研究ではそれぞれの表記は別々の語として数え、８３９

語を検索した。さらに、筆者の関心によって４４語の内的情態動詞を追加

～尽くす～切る～終わる
Ｖ１

学習者日本人学習者日本人学習者日本人

９４％１００％９７％１００％９１％１００％食べる

８７％９２％１００％９４％９７％９８％言う

５５％３％５５％３％７５％５％召し上がる

５５％３％４８％０％７２％２％おっしゃる
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し、合わせて８８３語の動詞を検索した。

２） 本研究で扱った１００語の動詞は工藤（１９９５）の動詞分類に従って分類して選

定した。工藤（１９９５：４５）は、「スル」�「シテイル」の対立がある動詞を

「外的運動動詞」、「スル」�「シテイル」の対立がない動詞を「静態動詞」

とし、さらに＜思考・感情・知覚・感覚＞など人の内的事象をとらえてい

る動詞は、「スル」と「シテイル」の対立があるが、継続性の有無だけで対

立しているのではないことから、アスペクト対立が部分的に変容した「内

的情態動詞」として分類している。
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